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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器口部に固定されるキャップ本体と、該キャップ本体に設けられた弱化部と、該キャ
ップ本体の注出筒に設けられた雄ねじ部と、該キャップ本体の上壁に前記雄ねじ部と対向
して立設され、かつ、前記弱化部を引き裂くための摘み片と、該注出筒の雄ねじ部に螺合
され、前記摘み片を覆う上蓋と、を備えた合成樹脂製のリサイクルスクリューキャップに
おいて；前記雄ねじ部の摘み片に対向する部分にねじ欠き部が設けられており、該ねじ欠
き部の上部が、指掛け用凹部に連設されていることを特徴とするリサイクルスクリューキ
ャップ。
【請求項２】
　容器口部に固定されるキャップ本体と、該キャップ本体に設けられた弱化部と、該キャ
ップ本体の注出筒に設けられた雄ねじ部と、該キャップ本体の上壁に前記雄ねじ部と対向
して立設され、かつ、前記弱化部を引き裂くための摘み片と、該注出筒の雄ねじ部に螺合
され、前記摘み片を覆う上蓋と、を備えた合成樹脂製のリサイクルスクリューキャップに
おいて；前記雄ねじ部の摘み片に対向する部分にねじ欠き部が設けられており、該摘み片
の先端の係合部が、注出筒の上端部の係止部に係合していることを特徴とするリサイクル
スクリューキャップ。
【請求項３】
　摘み片の先端に、突起部が形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載のリ
サイクルスクリューキャップ。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、弱化部を引き裂くための摘み片を有するリサイクルスクリューキャップに関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のリサイクルスクリューキャップとして、次のものがある（特開平１１－１６５７５
６号参照）。
容器口部に嵌合固定されるキャップ本体と、該キャップ本体に開閉自在に設けられる上蓋
とからなり、前記キャップ本体は内容物注出用開口を形成し得る頂板部と該頂板部の周縁
部から伸びている筒状側壁とを備えているキャップにおいて；
前記キャップ本体の筒状側壁は、第１の筒状側壁と、水平フランジ部と、第２の筒状側壁
とから構成され、第１の筒状側壁の上端は、前記頂板部に連なっており、第２の筒状側壁
の上端は、前記水平フランジ部を介して第２の筒状側壁に連なっており、前記第１の筒状
側壁の内側には、容器口部の外面と係合する係止突起が形成されており、前記第１の筒状
側壁と第２の筒状側壁との間の水平フランジ部には、第１の筒状側壁と間隔をおいて直立
した突片状の引き裂き用タブが設けられており、前記引き裂き用タブの付け根部分の一方
側の周方向端部又はその近傍からは、第１の引き裂き用スコアが伸びており、かつ、他方
側の周方向端部又はその近傍からは、第２の引き裂き用スコアが伸びており、第１の引き
裂き用スコアは、第２の筒状側壁を通って、その下端乃至下端近傍にまで伸びており、第
２の引き裂き用スコアは、第２の筒状側壁又は水平フランジ部に伸びており、前記引き裂
き用タブの内側の水平フランジ部には、該タブの付け根部分に沿って破断用弱化部が形成
されており、該弱化部は、第１及び第２の引き裂き用スコアの少なくとも１本に連なって
おり、前記キャップ本体に設けられた上蓋を閉じたとき、前記引き裂き用タブは、上蓋に
より覆われることを特徴とする。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のキャップは、引き裂き用タブ（摘み片）が上蓋により隠されている。そのため、消
費者が上蓋を開く前に誤って引き裂き用タブを引っ張って弱化部を破断する、というトラ
ブルは発生しない。
【０００４】
　しかしながら、このキャップは、上蓋をキャップ本体の注出筒に螺合する、いわゆる、
スクリューキャップ、であり、該タブの高さは低く形成されている。そのため、リサイク
ル時に、該タブを摘んで引っ張ることは困難となる。そこで、該タブの高さを高くするこ
とが考えられるが、この様にすると、該タブが上蓋の内面に形成された雌ねじと干渉し上
蓋を閉めることができなくなる。
【０００５】
本発明は、上記事情に鑑み、摘み片を摘みやすくすると共に、上蓋を確実に螺着できるよ
うにすることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、容器口部に固定されるキャップ本体と、該キャップ本体に設けられた弱化
部と、該キャップ本体の注出筒に設けられた雄ねじ部と、該キャップ本体の上壁に前記雄
ねじ部と対向して立設され、かつ、前記弱化部を引き裂くための摘み片と、該注出筒の雄
ねじ部に螺合され、前記摘み片を覆う上蓋と、を備えた合成樹脂製のリサイクルスクリュ
ーキャップにおいて；前記雄ねじ部の摘み片に対向する部分にねじ欠き部が設けられてい
ることを特徴とし、更に、該ねじ欠き部の上部が、指掛け用凹部に連設されている、又は
、該摘み片の先端の係合部が、注出筒の上端部の係止部に係合していることを特徴とする
。又、該摘み片の先端に、突起部が形成されていてもよい。



(3) JP 4679736 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明者は、キャップ本体に上蓋を螺着する際に、摘み片が雄ねじに乗らないようにすれ
ば、摘み片を長くしても問題ないと考えた。
そこで、摘み片に対応する雄ねじ部の雄ねじを切り欠いて、ねじ欠き部を形成し、上蓋を
キャップ本体に螺合する際には、該ねじ欠き部に摘み片を圧接するようにした。
【０００８】
【実施例】
この発明の第１実施例を図１～図４に基づいて説明する。
リサイクルスクリューキャップは、合成樹脂で形成され、打栓により容器口部１に固定さ
れる。このキャップは、キャップ本体２と、該キャップ２に螺着される上蓋３と、により
構成されている。
【０００９】
キャップ本体２は、内筒５の上端と外筒６の上端とを連結する上壁７と、該内筒５の延長
部である注出筒９と、該注出筒９に連結された円錐台口１０と、該円錐台口１０の下端部
に設けられた遮蔽板１１と、該遮蔽板１１に設けられたスコア１２及びプルリング１３と
、上壁７及び外筒６に設けた弱化部１５，１６，１７と、を備えている。
【００１０】
注出筒９には、雄ねじ部２０が設けられ、上壁７には、前記ねじ部２０に近接して円弧状
の摘み片２２が立設され、この摘み片２２は該ねじ部２０と対向し、その先端部22ａは雄
ねじ２０ａから突出している。
【００１１】
この雄ねじ部２０には、ねじ欠き部２１が設けられているが、このねじ欠き部２１は、摘
み片２２に対向し、雄ねじ２０ａが欠如している。
このねじ欠き部２１の形状や大きさなどは、必要に応じて適宜選択されるが、いずれにし
ても、摘み片２２が完全に収容できる様に形成される。
【００１２】
上蓋３の下端部内周面には、前記雄ねじ部２０に螺合する雌ねじ部３０が設けられ、天板
３１には、シール突起３２が設けられ、このシール突起３２は円錐台口１０の先端部内面
に圧接する。
【００１３】
次に、本実施例の作動について説明する。
キャップ本体２に被せた蓋３を所定方向に回転すると、雌ねじ部３０は摘み片２２を押圧
し弾性変形させる。更に、該上蓋３を同方向に回転させると、該摘み片２２は、完全にね
じ欠き部２１に押しつけられて密着するので、該雌ねじ部３０は雄ねじ部２０に螺合し、
上蓋３の下面は、上壁７に当接する。
【００１４】
そのため、摘み片２２は、完全にねじ欠き部２１に収容されるため、雌ねじ部３０の雌ね
じと干渉することがないので、完全に上蓋２３をキャップ本体２に螺着することができる
。
【００１５】
次に、該キャップを容器口部から外すときには、上蓋３をキャップ本体２から外し、摘み
片２２を指で掴んで所定方向に引っ張る。そうすると、弱化部１５，１６，１７が引き裂
かれキャップ本体２が容器口部から外れる。
この時、摘み片２２は、長いため摘みやすいので、容易に引き裂き作業を行うことができ
る。
【００１６】
この発明の第２実施例を図５により説明する。
この実施例と第１実施例（図１～図４）との相違点は、摘み片５０が台形状に形成され、
ねじ欠き部５１が該摘み片５０に対応して台形状になっていることである。このように摘
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又、摘み片５０の先端部は、幅が狭く弾性変形しやすいため、上蓋３のキャップ本体２へ
の装着（又は螺着）の開始を容易にすることが出来る。
【００１７】
この発明の第３実施例を図６により説明する。
この実施例と第１実施例（図１～図４）との相違点は、摘み片６０の先端に突起部６０ａ
を形成したことである。このよう摘み片６０に突起部６０ａを形成すると、指で起こしや
すくなるので、引っ張りやすくなる。
【００１８】
　この発明の第４実施例を図７により説明する。この実施例と第１実施例（図１～図４）
との相違点は、注出筒９にねじ欠き部２１と連続する指掛け用凹部７０を形成したことで
ある。このように凹部７０を設けると、摘み片２２先端部の裏側に大きなスペースが発生
するので、摘みやすくなる。
【００１９】
この発明の第５実施例を図８，図９により説明する。
この実施例と第１実施例（図１～図４）との相違点は、摘み片７５が注出筒９より高く形
成され、その先端７５ａの内側に係合部７１が形成され、該係合部７１が注出筒９の先端
に形成された係止部７２に係合することである。このようにすると、摘み片７５の長さが
長くなり、且つ、その先端にある係合部７１が滑り止めになるので、引っ張りやすくなる
。
【００２０】
【発明の効果】
この発明は、雄ねじ部にねじ欠き部を形成したので、上蓋とキャップ本体とを完全に螺着
することができるとともに、摘み片を従来より長くすることができる。そのため、摘みや
すくなるので、分別作業を能率良くおこなうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例を示す平面図である。
【図２】図１の正面図である。
【図３】キャップ本体に上蓋を螺着したときの状態を示す正面図である。
【図４】図３のIV-IV線縦断面図である。
【図５】本発明の第２実施例を示す正面図である。
【図６】本発明の第３実施例を示す縦断面図の一部を示す図である。
【図７】本発明の第４実施例を示す平面図である。
【図８】本発明の第５実施例を示す正面図である。
【図９】図８のIX-IX線断面図の一部を示す拡大図である。
【符号の説明】
１　　容器口部
２　　キャップ本体
３　　上蓋
７　　上壁
９　　注出筒
２０　雄ねじ部
２１　ねじ欠き部
２２　摘み片
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